
























































































































































































　　ECG(t)：心電図、	 	 	 BM(t)：体動、





















































































U検定中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差
符号付き
順位検定
pre 32 55.50 26 24.50 -1.02 n.s.
pos1 58 56.00 23 32.50 -3.72 *
pos2 67 57.00 22 33.50 -3.32 *
pre-pos1 -2.50 * -1.20 n.s.
pre-pos2 -2.49 * -0.71 n.s.




























RT群（N=11） NRT群（N=11） RT群（N=11） NRT群（N=11） RT群（N=11） NRT群（N=11）
中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差
pre 4.10 3.10 4.90 3.20 3.43 2.29 3.86 2.86 3.00 2.90 3.60 2.70
pos2 3.80 2.70 4.40 2.95 3.57 2.50 3.71 2.64 3.60 2.20 3.00 1.90
符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定
Z値 Z値 Z値 Z値 Z値 Z値
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